
（　京都市醍醐　）児童館・学童保育所

　この機能は相互に関連性が強い。 　・毎日繰り返して学童クラブのきまりを指導するとともに、班活動による活動を行なうことによりみんなの
安全・衛生の確保 　　共通したきまりが習慣化できている。

　避難等安全の心構えと知識について
　・手洗いやうがい等の習慣づくりに努め、また、空気清浄器も活用し、保健衛生の理解を深めると共に病気の

　日々取り組む。防犯／安全については 　　予防にも役立てている。手洗いと消毒を習慣づけ感染防止につとめている。
健康の管理・情緒の安定 　　昼食やおやつの際は感染予防に配慮している。

　その心構えと知識を事前に説明し、 　・感染症予防の為、石鹸での手洗いのあと、手指用消毒液を活用するよう徹底させている。

　予告無しに避難訓練を実施。 　・不審者などの安全についても、不審者対応の避難訓練も実施し、日々知識と技能を身に付けることができている。
基本的生活習慣の確立

　手洗い・うがい等の励行を習慣づけ、 　・交通安全について、常に児童館前の道路での安全を意識しながら厚生員の手助けを得て下館をし、他の道路での
　　応用にも役立て安全歩行を実践できるようにしている。

　帰館後の自主学習やあいさつの習慣を日常化、
社会生活技術の獲得 　・お互いのあいさつや礼儀を指導することにより上級生と下級生間の信頼と思いやりの心を育て、

　各種行事を通して社会生活や技術を会得する。 　　いじめや暴力行為が無くなる社会を目標に楽しい仲間づくりと助け合いを体得させていきたい。

　・児童館での生活や遊び、及び行事を通し、多くの人とも接して沢山の楽しい経験を積み重ねていくことによって
生活体験の拡大 　　・遠足　　・近隣散歩 　　　充実した日々をおくり、子どもの健全な成長を支援することができている。

　　・工作 　・館外活動として体力を養い、生活体験を充実させるため、遠足や近隣散歩を実施。
　　野外活動センターへの徒歩での遠足、近隣の

　　・エコ活動　　・児童館菜園     醍醐寺を散策したり、神社へ出向いてあわせて社会性を高め、集団行動の能力を付けている。
 　

社会性の養成 　　・体力づくり　・体力測定 　・館内においては定期的に発育・体力測定などにより自己の発育状況を知り、健康のバロメータとして活用している。

　　・集団行動 　・工作や集団遊びを通して自分を大切にするのと同じように他人（友達）も大切にする人権の必要性を学び、
　　又、物を制作したり、創造する学習体験によって生きる力を育てていきたい。

　　・駄菓子屋さんごっこ
自立の促進と自主性の尊重

　　・遊びDay 　・遊びデーは毎月実施し、接触の少ない遊びを工夫して行なった。

　毎月、「学童クラブだより」を対象家庭へ、「児童館だより」を醍醐小学校、北醍醐小学校の全児童に
　毎月の「児童館だより」「学童クラブだより」

子育てに必要な情報の提供 　配布することにより、醍醐児童館の色々な子育て情報や行事などについて知っていただき、児童館を通
と交換 　の発行・配布が主な取り組み。

　して保護者同士の交流に役立たせることができている。
保護者懇談会・個人懇談会・子育て相談等

　ホームページを充実させることにより情報を広く発信し児童館の活性に役立たせている。

　うりんこクラブ（幼児クラブ）、まめっこ広場活動（乳幼児あそびの広場）とも絡めて、ネットワーク

子育て仲間づくり 　ネットワークづくり 　のさらなる充実を進めていきたい。
子育てを支えるネットワーク 　　・まめっこ広場
形成 　ステーション事業のチラシやポスターでは、人の目につきやすいよう壁面飾りを加え、工夫をしている。

　　・うりんこクラブ（幼児クラブ）

　　・地域子育て支援ｽﾃｰｼｮﾝ事業

子
ど
も
育
成
機
能

子
育
て
支
援
機
能

（　令和６）年度　　　学　童　ク　ラ　ブ　事　業　年　間　活　動　報　告　書

活動の基本目標（指針） 主　な　取　組　名 成　　果　　と　　課　　題

生
活
援
助
機
能



（　京都市醍醐　）児童館・学童保育所

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 1～3年 4～6年 中高生 大学生 大人
（１）生活援助機能
　健康管理・情緒安定・基本的 「自分の安全確保は自身による」のが原則。
　生活習慣確立の取組み 日常的取組みとして，基本的な習慣を付けるべく繰り返し指導。
　　・うがい、手洗いの習慣化 2388 2526 2114 676 307 0 8011 感染症予防の為，特にうがい，手洗いを徹底。
　　・あいさつの習慣化 日常的取組

　　・往復路での安全確保
　　・流行性疾病の予防指導
　　　など
     (年間延べ出席児童数）

　社会生活技術の獲得 18
　　・安全指導 非行防止教室（山科署・）醍醐消防分署・衛生指導・避難訓練ほか
交通安全教室 1 10 14 11 5 2 42 児童館探検のあと、児童館からの集団下校時の気を付けてほしいところを説明

防犯 2 24 24 17 7 0 6 78 不審者訓練や、秘密の合言葉を伝え避難の仕方について指導
衛生 3 32 33 42 13 8 9 11 148 感染症の流行をみて、手洗いうがい等の必要性について指導
避難訓練 12 122 116 109 31 14 17 12 9 430
　お買い物ごっこ 1 10 11 10 3 1 35 地域の駄菓子屋さんと連携して買い揃え館内で実施
　　・大掃除 1 8 7 8 2 2 27 年末に実施
・交通安全（小学校・地域と連携） 1 1年40人・児童館5人・警察２人・学校5人・地域5人 小学校との連携で横断歩道の渡り方を実施

（２）子ども育成機能
生活体験の拡大、社会性の養成
自立促進／自主性尊重への取組み
　　・日常的学習／読書の時間確保
　　・遊びを通した異年令集団活動 日常的取組

　　・クリスマスお楽しみ会 1 18 19 5 2 20 7 71 上級生が中心となり、企画から実行まで行うクリスマスパーティー
　　・近隣の散歩 1

醍醐寺お花見 1 10 15 12 4 1 42 地域行事
茅の輪くぐり 1 13 14 9 4 1 41 地域行事
長尾天満宮 1 11 12 11 3 1 38 地域行事

・工作（毎月） 月１回 124 145 136 45 12 0 71 26 559 プラ板，万華鏡，スライム，カレンダー作り等
　　・遊びＤａｙ（毎月） 月１回 127 128 102 38 11 0 46 20 472 震源地ゲームやゲ－ム大会
　　・お芋掘り　 1 0 0 11 0 0 0 11 上級生が自分たちで育てたおいもを掘る　おいもパーティ－を実施
　　・おいもパーティー 1 12 11 12 4 0 0 12 3 54 上級生が中心となり、企画から実行まで行う秋のパーティー
　　・やんちゃワールド 1 0 0 0 0 0 0 0 小学校運動会の為、児童は不参加
　　・やんちゃＷｅｂ 1 13 21 16 6 3 0 59 学童クラブが中心となり、映像撮影、動画制作を行った
　　・誕生日会 12回 124 130 112 42 19 0 427
　　・学童遠足 １回 9 11 11 3 2 0 36 日野野外活動センターへの徒歩での遠足、出張いちご狩り体験（雨のため館内レクリエーションに変更）

・壁面製作（地域行き） ４回 8 16 3 27

（３）子育て支援機能
子育てに必要な情報の提供と交換
のための取組み
　　・学童クラブだよりの発行 12
　　・学童通信の掲載 12
　　・保護者懇談会（説明会）の実施 1 3 夏休み前の懇談会
　　・個人懇談を随時実施 随時 1

　　・各種会議出席 6

＊注１　　行事名は，（１）生活援助機能　（２）子ども育成機能　（３）子育て支援機能に分類して記入すること
＊注２　　２クラス以上の館所で，クラスごとで異なる取組・行事を実施した場合は，行事名と併せて，クラス名を記入すること

（　令和6　）年度　　　学　童　ク　ラ　ブ　事　業　年　間　活　動　報　告　書

行事名 実施回数
学童クラブ児童 登録外児童 ボランティア

その他 合　　計 内　　　　　　　　　　　　　　　容


